
（別紙３）

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 41 （回答者数） 33

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動が固定化しないよう、提案を活発に行っている

・児童にアンケートを取るなど児童が望む活動も取り入れて

いる

2

ケース会議を充実させ、職員の共通理解を更に図る

3

これまで以上に、安心できる居心地の良い居場所になるよう

職員対児童だけの関わりではなく、児童同士の関わりを深め

ていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・活動内容を細分化し個々に沿った物を準備する

・細分化することで職員のフォローが必要となるため職員が

充実している時間帯に行うなどの工夫が必要

2

個別支援計画書を細分化した短期の目標設定やその達成度が

明確にわかる資料の作成

3

きょうだい交流方法や支援について学び実施する

活動プログラムは充実しているが、活動の内容をさらに個々に

沿ったものにしていく必要がある

集団活動の中で個々に沿ったものを取り組む難しさがある

個別支援計画書に基づいた細かな目標の設定と達成度の把握 細分化した目標の設定や達成度がわかる資料がない

保護者交流については保護者会を開催し保護者同士の交流は

行ったが、きょうだい交流、きょうだい支援については行えて

いない

保護者交流は考えていたが、きょうだい交流等についての認識

不足

職員一人一人が児童のことを考え、愛情を持って接し支援に取

り組むことができている

児童との積極的な関わりを行い、児童を理解する姿勢を常に持

つこと

ポラリス館の支援や活動に満足して楽しく通所していただいて

いる児童がほとんどであること

・子どもたちのニーズに合った活動内容の提供、一人一人に寄

り添った配慮を行い、適宜改善を行っている　　　　　　　・

長期休暇に職場見学や就労体験に行き、将来について意識でき

るような機会を設け満足度に繋げている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

活動・支援内容については、職員全員が提案を行い充実したプ

ログラムを提供できている

・職員の得意な分野や職員が自主的に行いたい活動を提案しプ

ログラムを作成している

・活動の振り返りを毎回行い、担当の職員だけでなく成果等に

ついては共有おを行っている

○事業所名 放課後等デイサービス　ツバサプラス　ポラリス館

○保護者評価実施期間
令和7年1月4日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年2月1日

事業所における自己評価総括表公表


